
大
規
模
水
害
対
策
訓
練
６
月
９
日
実
施

市
役
所
職
員
、
消
防
団
員
、
自
主
防

災
会
な
ど
約
６
０
０
人
が
参
加
。
豪
雨

に
よ
り
発
生
し
た
災
害
を
想
定
し
、
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
市
内
18
か
所

の
指
定
避
難
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
中

で
も
成
羽
体
育
館
で
は
よ
り
実
践
に
近

い
避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
で
の
区
分
け
や
簡
易
ベ
ッ

ド
の
組
み
立
て
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
給
水
車
な
ど
に
よ
る
給
水
訓
練
、

高
圧
発
電
機
車
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

文
化
交
流
館
で
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
講

習
」
を
行
い
、
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
市
民

は
消
防
職
員
や
女
性
消
防
団
員
か
ら
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
学
び
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
災
害
に
備
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域

防
災
力
の
強
化
に
向
け
た
各
種
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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～豪雨災害からの復旧～豪雨災害からの復旧 ・復興、・復興、そして未来へ～そして未来へ～
あの日からあの日から６６年年

未曽有の大災害となった「平成30年7月豪雨（西
日本豪雨）」から６年が経過しました。
平成 31年３月「高梁市復興計画」を定め、10
年後の姿を見据えながら「自助」「共助」「公助」を

「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」か
ら

な
る
地
域
防
災

力
を
高
め
、

市

民
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
判
断
し

て
避
難
行
動
を

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
、
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
、
非
常
持
ち

出
し
品
の
準
備
、
防
災
講
話
や
防
災
訓

練
へ
の
参
加
、
防
災
士
の
養
成
、
自
主

防
災
組
織
の
設
立
や
活
動
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
支
援
の
一
つ
に
、

自
主
防
災
組
織
活
動
促
進
事
業
補
助
金

が
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
の
様
々
な
活

動
に
役
立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

各
地
域
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し

て
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
で
、
日
ご
ろ

か
ら
防
災
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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防
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軸とした取り組みを現在進めています。公助の側
面が強いハード面に関しては、住宅、生活基盤、
インフラなどの復旧を重点的に行い、令和４年度
末で災害復旧事業はすべて完了しました。また、
現在、平成 30年７月豪雨災害と同等規模の災害

平
成
30
年
豪
雨
災
害
で
は
、

成
羽
町
成
美
地
区
も
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
私
の
住

む
山
本
上
を
含
め
４
つ
の
町
内

会
が
自
主
防
災
会
を
立
ち
上

げ
、
地
区
防
災
計
画
の
見
直
し

や
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
な
ど
の

作
成
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
も

定
期
訓
練
や
危
険
個
所
の
点
検

な
ど
を
中
心
と
し
た
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
先
日
の
大
規
模

水
害
対
策
訓
練
で
は
成
美
地
区

の
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
の

高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら

地
域
の
自
主
防
災
活
動
を
行
う

こ
と
は
大
切
で
す
。
し
か
し
、

防
災
活
動
を
行
う
上
で
、「
共

助
」
の
部
分
が
一
番
大
切
で
あ

る
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

協
力
し
合
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
形
成
で
き
れ
ば
、
災
害

時
の
み
な
ら
ず
、
日
常
の
生
活

で
も
助
け
合
え
る
環
境
が
で
き

ま
す
。

地
域
づ
く
り
に
は
様
々
な
形

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず

は
一
人
ひ
と
り
が
少
し
ず
つ
で

も
地
域
に
関
わ
る
姿
勢
が
重
要

で
す
。
例
え
ば
、
消
防
団
で
活

動
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。
有
事
の
際
、
そ
の

地
域
の
出
身
者
が
い
る
こ
と
で

水
利
の
情
報
や
地
理
情
報
が
有

力
な
も
の
と
な
り
、
迅
速
な
対

が起きた際にも耐えうるハード面の強化も進めて
いるところです。
一方で地域防災力の向上などソフト面に関して
は、様々な課題を抱えており、行政だけでは対応
ができない部分もあります。課題解決に向け、最
も大切なことは地域住民一人ひとりが一体となり、
地域の自主防災活動を行っていただける体制づく
りにあると考えます。実際に災害が起きた際には、
地域の住民同士の迅速な連携が鍵となります。平
成 30年 7月豪雨災害時にも、地域による一人暮
らし世帯などへの水の配布や、要支援者への安否
確認などにより救われた人も多く、地域の自主防
災活動が大きな役割を果たしました。

防
災
活
動
は
地
域
づ
く
り
か
ら

防
災
活
動
は
地
域
づ
く
り
か
ら
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さ
ん
さ
ん

協
力
し
合
う
地
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の
環
境
づ
く
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協
力
し
合
う
地
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環
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く
り
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高
梁
市
消
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団
落
合
分
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指
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長

高
梁
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消
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団
落
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長
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ま
や
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口口ぐ
ち
ぐ
ち  

史史しし

朗朗ろ
う
ろ
う

さ
ん
さ
ん

い
ざ
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
、
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
く

と
考
え
た
と
き
に
、
い
き
な
り

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
す

る
こ
と
は
現
実
的
に
困
難
で

す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
日
常

的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
、
対
話
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
老
若
男
女
す
べ
て
の
人

が
積
極
的
に
地
域
活
動
へ
参
加

す
る
こ
と
で
、
活
気
の
あ
る
地

域
づ
く
り
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が

防
災
活
動
に
も
繋
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
在
、他
町
内
か
ら
自
主
防

災
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。今

後
は
防
災
活
動
の
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
私
た
ち
の
取
り
組
み
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

応
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
各
地
域
か
ら
多
く
の

方
が
消
防
団
員
と
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
は
、
地
域
防
災
の
強
化

に
直
結
す
る
の
で
す
。
す
べ
て

の
活
動
に
参
加
で
き
な
く
て
も

構
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
は
、

自
分
が
地
域
の
人
々
に
と
っ
て

大
切
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
ま
た
、
皆
さ
ん
自
身
に

と
っ
て
も
、
地
域
で
生
活
す
る

上
で
こ
の
よ
う
な
活
動
が
あ
る

こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
捉
え
、

積
極
的
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

落
合
地
区
で
は
、
他
地
域
か

ら
移
り
住
ま
れ
て
い
る
人
も
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
人

た
ち
を
含
め
、
皆
さ
ん
が
地
域

の
一
員
と
し
て
参
加
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
今
後
も
意
識
し

て
行
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

今後、地域の自主防災活動を円滑に行うために
必要なことは何か？ 実際に地域で活躍されるお
二人からお話を伺いました。

地域防災力

地域住民

自 助 支援・連携
「自分の身は
　自分で守る」

行政・消防等

公 助
「支援

（救助・援助）」

自主
防災組織

共 助
「自分たちの地域は

自分たちで
守る」

大規模災害時には公助による支援がすぐには届かないことがある！

JR 伯備線の線路上に流された車両（松山地内）JR伯備線の線路上に流された車両（松山地内）

自主防災組織設立・活動マニュアルより抜粋自主防災組織設立・活動マニュアルより抜粋

建設中の落合雨水ポンプ場建設中の落合雨水ポンプ場災害時（左）と復旧後（右）の用瀬橋（備中町志藤用瀬地内）災害時（左）と復旧後（右）の用瀬橋（備中町志藤用瀬地内）

避難訓練を行う自主防災組織避難訓練を行う自主防災組織

文 化 交 流 館 で の文 化 交 流 館 で の
AED 取り扱い講習AED 取り扱い講習

2令和６年（2024）7月3 令和６年（2024）7月 高梁市の市外局番は「0866」です


